
一般廃棄物収集運搬業務委託仕様書   

 

受託者は、米子市が委託して行う一般廃棄物の収集運搬業務をこの仕様書により行う

ものとする。 

 

１ 業務の目的 

  市民の日常生活に伴って生じた一般廃棄物（し尿及びがれきを除く。以下「ごみ」

という。）を、米子市一般廃棄物処理実施計画に基づき適正に収集、運搬し、市域の生

活環境の保全を図ることを目的とする。 

 

２ 業務内容 

市が定める委託収集計画に従い、指定する収集区域内の土地又は建物の占有者によ

って集積場所に持ち出されたごみを指定した日時に収集し、指定された場所に運搬、

搬入する。 

 収集運搬を委託するごみは、次に掲げるものとする。 

（１）可燃ごみ 

（２）古紙類 

 

３ 委託期間 平成２６年４月１日から平成３１年３月３１日まで（５年間） 

 

４ 収集区域及び収集日 

   収集区域及び収集日は、次の各号に掲げるごみの区分に応じ、当該各号の定めるとこ

ろによる。 

なお、土曜日、日曜日及び年末年始（１２月２９日から翌年１月３日までの期間）

は、収集は行わない。また、国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）

に規定する休日（元日を除く。）については、可燃ごみのみの収集を行う。 

ただし、上記年末年始の期間において、収集区域ごとに可燃ごみの収集日が２回あ

る場合は、そのうち市が指定する１回は収集日とする。   

     

（１）可燃ごみ 

  次のとおり収集を行う。   

 収集日  収集区域 （別図１のとおり） 

月曜日・木曜日 車尾地区、富益地区、大篠津地区 

火曜日・金曜日 成実地区、彦名地区、崎津地区 

 

（２）古紙類 

  次のとおり収集を行う。  

 （市の分別区分に従い、「新聞・チラシ」、「本・雑誌」、「ダンボール・紙箱」の３分別

で収集すること。） 

 収集日  収集区域 （別図２のとおり） 

第１・第３水曜日 大篠津地区、崎津地区 

第２・第４水曜日 成実地区、尚徳地区 

 

５ 搬入 



  本業務で収集したごみは、収集日当日に、下表のとおり搬入するものとする。 

（１）搬入施設及び搬入時間は、次のとおりとする。ただし、施設の事情又は、ごみの

量が多い等特別な事情がある場合は、本市と協議のうえ変更することができる。 

 区分 搬入場所（処理施設） 搬入時間 

可燃ごみ 

 

米子市クリーンセンター 

 

８：３０～１６：４５ 

古紙類 

 

鳥取県西部広域行政管理組

合リサイクルプラザ、又は、

市の指示する市内の施設 

８：３０～１６：００（リサ

イクルプラザ） 

（２）ごみを搬入する際には、処理施設管理者の指示に従うこと。 

（３）処理施設内でのごみの計量及びピットでのごみの投入等については、係員の指示

に従うこと。 

 

６ 収集運搬車両 

（１）受託者は、本業務を遂行するに足りる塵芥収集車（最大積載量２，０００ｋｇ以上の

２トン車）を常時３台以上保有することとし、平成２６年３月２４日までに配置す

ること。ただし、納車に時間がかかる等の事情により、平成２６年４月１日までに

間に合わない場合は、市との協議の上、納車までの期間は、他の塵芥収集車での収

集を認めるものとする。 

（２）収集運搬車両は、自己所有又は継続的に使用権限がある米子市の委託業務の専用

車両とし、委託期間中は、他の目的に使用してはならない。 

（３）収集運搬車両には、米子市の委託車両である旨、業者名その他市が指示する事項

を表示しなければならない。表示内容、表示場所等の詳細は、別紙「ごみ収集車仕

様書」のとおりとする。また、全車統一したデザインとする。 

なお、契約期間終了後においては、当該車両を、米子市の委託車両と認識しうる

ような状態で使用してはならない。 

（４）収集運搬車両は、ごみが飛散又は流出し、悪臭が漏れるおそれのないものでなけ

ればならない。 

（５）受託者は、関係法令を遵守し、使用する収集運搬車両の日常点検及び車両整備等

を適正に行わなければならない。 

（６）収集運搬車両に故障等の不慮の事態が生じた場合でも、代替車を使用する等、収

集業務に支障のないようにしなければならない。 

（７）受託者は、仕様書の要件を満たしていることの確認のため、市が実施する収集運

搬車両の実物検査を受けなければならない。 

（８）その他の仕様については、別紙「ごみ収集車仕様書」のとおりとする。 

 

７ 人員 

（１）受託者は、本業務を適正に履行するために必要な数の職員を配置しなければなら

ない。なお、収集運搬作業は、収集運搬車両１台につき運転手１人、収集作業員２

人で行わなければならない。 

（２）受託者は、収集運搬作業及び車両管理の責任者並びに収集運搬業務に従事する者

の名簿及び配置計画を本市に届け出なければならない。 

（３）責任者は、正社員であって、業務内容を十分に熟知し、本業務に責任を負う者で

あること。また、市の指示に従い、一般廃棄物収集運搬・処分業者講習（財団法人日



本環境衛生センター）を受講すること。 

（４）運転手は、正社員であって、業務内容を十分に熟知し、適正に業務を遂行できる

者であること。また、収集運搬車両の構造を十分に把握し、安全な操作ができる者で

あること。   

（５）収集作業員は、業務の遂行能力を有する者であること。 

（６）各収集運搬車両に１名以上は、相当の一般廃棄物収集運搬業務経験を有する職員

を配置すること。 

 

８ 収集作業及び施設 

（１）収集は、収集日の午前８時３０分から開始し、できるだけ迅速に行うものとする。

なお、市から収集時間の指示があった場合は、それに従うこと。 

（２）収集作業は、市が別に定める収集業務の作業基準及び作業手順に基づき、安全か

つ効率的に実施するものとする。なお、ごみの取り残しがあった場合、その他市から

指示があった場合は、速やかに対応すること。 

（３）収集運搬車両保管場所は、運行前の点検及び清掃等に支障のない広さを有するも

のとし、洗車設備は、洗車及び汚水の処理等について周囲に迷惑を及ぼさないものと

すること。 

（４）市は、必要に応じて受託者が使用する器材等を検査し、不備と認めるものについ

ては、改善の指示をすることができる。この場合において、受託者は、当該指示に

従わなければならない。 

 

９ 連絡体制 

（１）受託者は、市からの連絡を確実に受け、業務従事者に対し明確な指示ができる体

制をとること。 

（２）受託者は、本業務の作業終了後や休日においても、市からの緊急連絡や収集作業

等の依頼に対応できる体制をとること。 

  

１０ 収集運搬車両の運行 

  収集運搬車両の運行は、道路交通法（昭和３５年法律第１０５号）、その他の関係法

令を遵守し、事故防止に努めるものとする。 

（１）収集運搬作業中は、他の車両の交通妨害にならないよう留意するとともに、道路

上でごみの積替え又は分別をしないこと。 

（２）収集運搬作業中に事故が発生した場合は、直ちに市に報告するとともに、誠意を

もって対応し、受託者の責任において解決するものとする。 

（３）車検及び故障により、代替車において収集運搬する場合は、市に事前に届出を行

い、市の承認を受けること。 

（４）収集運搬車両については、対人及び対物賠償無制限の任意保険に加入しなければ

ならない。 

 

１１ 一般的な遵守事項 

本業務の処理に当たっては、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令（昭和４６

年政令第３００号）第３条に定める収集及び運搬の基準、その他関係法令の規定によ

るほか、次の事項を遵守すること。 

（１）収集作業員は、市の委託業務であることを念頭において、住民に対して常に親切



丁寧に応接し、不快の念を与える言動があってはならない。 

（２）運転手及び収集作業員は、市の定める作業基準に従い、作業服、反射材付安全チ

ョッキのほか、ヘルメット又は帽子、作業靴、ゴム手袋等を着用し、常に清潔に保

つこと。 

（３）市民から金品等の謝礼を受け取ってはならない。 

（４）常にほうき、ちり取り等清掃用具を携行し、飛散したごみは必ず清掃するものと

し、ごみ集積場所等、本業務処理場所の清潔保持に努めること。 

 

１２ 受託者の責務 

（１）受託者は、言動が粗暴な者、品行不良な者、健康でない者、その他本市が不適当

と認めるものを従事させてはならない。 

（２）受託者は、運転手及び収集作業員に対し関係法令、契約書及びその他業務に必要

な事項を熟知させるとともに指導教育しなければならない。 

（３）受託者は、労働安全対策を策定し、自らの責任で労働安全衛生法及び関係法令を

遵守するものとする。 

（４）受託者は、本業務の処理を他人に再委託し、又は請け負わせてはならない。 

 

１３ 研修 

  契約締結後から平成２６年３月３１日までの間に、分別、収集ルート等の研修、調

査を受託者の負担で行い、４月１日から適正に収集業務を行うことができるようにす

ること。 

 

１４ 業務実績の記録、報告 

受託者は、市の定める収集作業日報により、その日の業務実績を記録しておかなけ

ればならない。 

また、毎月の本業務の処理について「委託業務完了届」、「委託業務実施月例報告書」、

「各工場別搬入表（月報）」を作成し、翌月の５日（３月の委託業務については、３月

末日）までに収集作業日報、計量明細書、とともに市に報告しなければならない。 

 

１５ 経費等の負担 

  本業務を行うために必要な経費等は、すべて受託者の負担とする。 

 

１６ 委託の解除 

  市は、受託者が次の各号のいずれかに該当する場合は、委託契約を解除することが

できる。この場合において、受託者に損害が生じても、市はその責めを負わない。 

（１）受託者が、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令第４条第１号から第３号ま

でに定める基準に適合しなくなったとき。 

（２）受託者が契約に違反し、その違反により契約の目的を達成することができないと

認められたとき。 

（３）受託者が市の指示に従わなかったとき。 

 

１７ 損害賠償 

受託者は、本業務の処理に関して、本市又は第三者に損害を与えたときは、受託者

の負担において、その損害を賠償しなければならない。 



 

１８ 委託料の支払 

受託者は、「委託業務完了届」の確認を受けた後、月ごとに委託料の支払を市に請求

するものとし、市は、当該請求があった日から３０日以内に、当該請求に係る額の委

託料を受託者に支払うものとする。 

一月当たりの支払額は、委託料の総額の６０分の１に相当する額とし、１円未満の

端数がある場合は、初回分に併せて支払うものとする。 

  

１９ 契約締結後の届出 

  受託者は、契約締結後、速やかに下記の書類を提出するものとし、変更の生じたと

きは、必ず書面にて本市に報告しなければならない 

（１）責任者、運転手、収集作業員の名簿及び配置計画書 

（２）収集運搬車両の車検証（写し） 

（３）車両保険証（自賠責保険、任意保険）の写し（更新があればその都度提出するこ

と） 

（４）通常時、緊急時における連絡体制及びその連絡先 

（５）収集運搬車両の車両保管場所付近の写真及び見取り図     

 

２０ 収集計画（委託業務内容）の変更 

市は、必要があると認めるときは、受託者と協議の上、収集区域その他、本業務の

内容を変更することができる。本業務の内容を変更した場合において、委託料の額を

変更する必要があるときは、市と受託者が協議の上、委託料の額を変更するものとす

る。 

 

２１ その他 

（１）市は、本業務の処理に関し、特に必要があると認めた事項をその都度受託者に指

示することができる。この場合において、受託者は、当該指示に従わなければなら

ない。 

（２）この仕様書に定めのない事項又はこの仕様書の条項に疑義を生じた事項について

は、必要に応じて市、受託者が協議して定めるものとする。 

 

 



ごみ収集車仕様書 

１ 総則 

（１）道路運送車両法の保安基準に適合したものであること。 

（２）「機械式ごみ収集車に係る安全管理要綱（労働省労働基準局長通知，昭和６２年

２月１３日付基発第６０号の３）」の「機械式ごみ収集車の構造等に関する安全

指導基準」に適合したものであること。 

 

２ 架装 

（１）積み込み方式は、回転板式とすること。 

（２）排出方法は、ダンプ式とすること。 

 

３ 仕様 

（１）電動格納式サイドミラーを装備すること。 

（２）中央席にヘッドレストを取り付けること。 

（３）フォグランプを取り付けること（左右）。 

（４）音声アラームを取り付けること（左折、後退）。 

（５）車載用消火器１本（積載用ブラケット付き）を装備すること 

（６）「積込」ボタンの他に「逆転」「押込」「戻り」ボタンを設置すること。 

（７）緊急停止スイッチを投入口左右及び下部（棒状の物）の３箇所に設置すること。 

（８）汚水タンクハッチは後部に取り付け、前開きとし、清掃、排水が容易にできる

構造にすること。また、汚水漏水防止であること。 

（９）投入口左右上部に作業灯を設置すること。 

（１０）キャビン内と投入口（収集作業箇所）との連絡用ブザーを設置すること。 

（１１）安全棒を取り付けること（テールゲート両外側用）。 

 

４ 付属品 

（１）車止めを２個装着すること（格納付き）。 

（２）ほうき、ちりとりを格納するための金具等を取り付けること。 

（３）積雪時等に使用するため、あらかじめスタッドレスタイヤ及びタイヤチェーン

を用意すること。 

 

５ 塗装 

（１）表示方法は、ペンキ等の吹付けによること。 

（２）字体は、ゴシック体又は丸ゴシック体で横書きしたものとすること。 

（３）文字の色は、黒色とすること。 

（４）文字の表示位置及び大きさは下記のとおりとすること。 

ア 車体側面（両側） 

「米子市委託」、……一文字サイズ縦１７cm×横１７cm 

「ＮＯ．１（２、３）」、……縦１０cm以上 

「業者名」、「塵芥収集車」……縦１０cm以上 

イ 後扉 

「ＮＯ．１（２、３）」……縦１０cm以上 

 

 

別紙 



（５）車体、架装部分の塗装は、次のとおりとすること 

 

 

 

 

太線部分 

・紫色 

・高さ（幅）１０ｃｍ～２０ｃｍ 

 

ベース色 

 白色 

 

 



1 可燃ごみ

(1) 月・木曜日

車尾

大篠津

(２) 火・金曜日

成実

崎津

2 古紙

(1) 第１・３水曜日

１年間 １月 １回分（月２回として）

崎津

大篠津

崎津

大篠津

崎津

大篠津

(2) 第２・４水曜日

１年間 １月 １回分（月２回として）

成実

尚徳

成実

尚徳

成実

尚徳

１回分

収集量見込（kg）

23,000

19,000

火曜日

金曜日988,000

27,000

19,000

１回分

収集量見込（kg）

月曜日

木曜日

１年間

1,431,000

988,000

月曜日

火曜日

金曜日

ダンボール・紙箱

収集区域

収集量見込（kg）

本・雑誌

収集量見込（kg）

新聞・チラシ

１年間

新聞・チラシ

区分

区分

収集区域

収集区域

ダンボール・紙箱

収集区域

本・雑誌

90,000 7,500 3,750

【参考資料】　収集量見込み

2,419,000

2,207,000

富益

彦名
1,219,000

木曜日

48,000 4,000 2,000

30,000 2,500 1,250

36,000 3,000 1,500

120,000 10,000 5,000

60,000 5,000 2,500


